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大阪市内にある小学校 4 校の 4 年生を対象とし，昭和57年度および58年度の両年にわたり，計 1134 人
(男 574人:女 560人)について調査・分析を行なった。屈折度の測定にはその中の1109人に対し，オート
レフラクター (Canon AUTO REF R-1 )による他覚的自動屈折検査を実施した。視力異常の分類




中に浪人される乙とを除いた。以上の 1) と 2) より全児童を①近視群(両眼ともー 0.5 D以上かっ裸眼
視力 0.5 以下: 49人)②正視群(両眼とも土 0.5 D以内かっ裸眼視力1. 0 以上: 462人)③遠視群(両眼




1) 児童を対象に実施した屈折集団検診の結果，裸眼視力 0.3 以下においても，遠視眼(+ 0.5 D以上)
の占める比率は 22.3% と高率に認められた。
2) Y-Gテスト 12因子の平均点から，男女とも近視群では他の 3 群(正視群・遠視群・その他の群)
に比べて，情緒不安定および社会的不適応に関する D (抑響性) ・ C (回帰性傾向) ・ 1 (劣等感)
・ N (神経質) ・ o (主観的)・ Co (非協調的)の各因子における得点が低い傾向にあった。乙れら
のうち分散分析により有意差の認められた因子は，男子の場合， D ・ C ・ I の 3 因子，また女子では，
C ・ I ・ N ・ 0 の 4 因子であった。
3) 広い意味で情緒安定・不安定の指標となる D ・ C ・ I ・ N ・ 0 の 5 因子の合計得点を比較すると，男
女とも近視群では他の 3 群よりも有意に低値を示すことが，分散分析により男子 (p< 0.01) ，女子
(p く 0.05 )の危険率で認められた。
4) Y-Gプロフィーノレ 5 類型の比率から，男女とも近視群では他の 3 群に比べて， C類型(情緒安定
消極型)およびD類型(情緒安定積極型)の占める比率が有意に高く(が検定: P< 0.05) ，両方を












らかにせんとしたものである。そのため小学 4 年生児童を対象に 自動屈折検査器を用いた集団検診を
行ない，その結果に従い，学童を近視群・正視群・遠視群およびその他の合計 4 群に分類し， Y-G テ
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ストを用いて各群における性格特性の相違を検討した。その結果，近視群では他の 3 群と比較して，づ情
緒安定性ならびに社会適応性がより高い傾向にある乙とを統計的に明らかにした。
以上の成績は，近視の成因に関して新しい重要な知見を加えたものであり 医学博士の学位を授与す
るに値するものと認める。
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